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ファイナンシャル・リテラシーに関連する概念とそ
の尺度について




































































































































て い る（Gutter, & Copur，2011；Mugenda, Hira, & Fanslow，1990；Parrotta, & Johnson，1998；
Sumarwan, & Hira，1992）。また，Gudmunson, & Danes（2011）も，家庭内における子どものファ
Figure1　FSA（2005）によるファイナンシャル・ケイパビリティの構造モデル（伊藤，2012より転載）













（Shim, Xiao, Barber, & Lyons，2009），ファイナンス知識は健康なファイナンス行動に直接，または
態度を介して間接的に影響し，また，ファイナンス知識は行動の統制を介して，ファイナンス満足











いた。（a）PsycInfo にて英文ジャーナルを対象に “financial literacy” でキーワード検索を行い，89
編の論文を収集した。検索日は2013年1月10日と2013年10月31日であった。（b）Huston（2010）



















尺度名 文　献 設問数 問の種類 a） 項目内容
ファイナンシャル
プランニング態度 Block, & Sweeny（2004） 7 LS ⑸
定年後の経済面での理解の安心感，やファイナンシャル
プランニングに関する信念，理解，自信などの程度
行動意思 Chan, Chau, & Chan（2012） 6 LS ⑺ 資産運用，ローン，クレジットカードなどの項目について，今後6 ヶ月の間にどのくらいするつもりか
ファイナンス習慣




Danes, Huddleston-Casas, & 
Boyce（1999）
Danes, & Harberman, 2007
8 LS ⑸ 家計簿つけや購買時の商品比較，金銭管理の目標を立てるなどの頻度
ファイナンス行動 Grable, & Joo（2001） 8 LS ⑷ お金の使い方や貯蓄，クレジットカードの利用の仕方などの頻度
ファイナンス行動
や結果





の態度 Joo, Grable, & Bagwell（2003） 9 LS ⑷
社会に有益か，危険でないか，嫌いかといったクレジット
カードに対する認識や感情
ファイナンス行動 Jorgensen, & Savla（2010） 17 LS ⑸ /MC 一般的なファイナンス行動（6項目），貯蓄と借入（6項目），投資（2項目），保険（3項目）に関する行動の頻度
ファイナンス態度 Jorgensen, & Savla（2010） 20 LS ⑸ 一般的なファイナンス知識（7項目），貯蓄と借入（7項目），保険（3項目），投資（3項目）に対する重要性の認識









金銭管理習慣 Mugenda, Hira, & Fanslow（1990） 3 LS ⑹
家計の収支，家族の浪費癖，純資産について誰かが見直し
をする頻度














ス行動 Shim et al.（2010） 4 LS ⑸
家計簿つけ，将来のための貯蓄や投資といった行動の頻
度
ファイナンス態度 Shim et al.（2010） 5 LS ⑸ 家計簿つけ，将来のための貯蓄や投資といった行動に対する好ましさ（賛意 favorable）の程度
ファイナンス管理
行動 Sumarwan, & Hira（1992） 6 LS ⑸
定期的な貯金，家計簿つけ，請求書やレシートの保管など
の行動の頻度




に対する態度 Warwick, & Mansfield,（2000） 4 YN 有用性や価値といったクレジットカードに対する認識
a）MC：チェックリスト方式，FT：真偽法，LS：リッカートスケール（件法），OE: 自由記述，YN：有無
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Kwon, & Anderson，2005），オンラインショッピングの効力感について尋ねた（Milne, Labrecque, 
& Cromer，2009）のほか，近年では Bandura の自己効力感を援用したファイナンス効力感を概念定
義し，用いている研究もある（Danes, & Harberman，2007；Danes, Huddleston-Casas, & Boyce，
1999；Serido, et al., 2013；Xiao, et al.，2011），これらのファイナンス効力感は1項目あるいは2項目
で測定されており，ファイナンス効力感という構成概念を改めて定義し，包含する内容領域を明確
にした上で尺度として体裁を整える必要が求められていると思われる。一方，Loibl, Cho, 









尺度名 文　献 設問数 問の種類 a） 項目内容




Danes, Huddleston-Casas, & 
Boyce（1999）
Danes,& Harberman（2007）
2 LS ⑸ お金の扱い方が自分の将来に与える影響と自分の意思でお金を扱える効力感
定年後の生活の自信 Kim et al.（2005） 6 LS ⑷ 定年後の生活における医療や長期介護の準備など自信





Milne, Labrecque, & Cromer




Xiao, Tang, Serido,& Shim
（2011）
Serido, Shim,& Tang（2013）
1 LS ⑸ 自分のお金の使い方の能力に対する効力感
a）LS：リッカートスケール（件法）
b）Bearden et al.（2001）から項目を修正済








のが多く，中でも Porter, & Garman，（1993）による1項目10段階の満足度の測定は，その他多くの
研究で用いられている（Grable, & Joo, 2001；Joo & Grable, 2004；Xiao, Sorhaindo, & Garman, 
2005；Shim et al., 2009；Gutter & Copur, 2011；Prawitz et al. 2006；Xiao et al.，2013）。また，満足度・








　また，上述の Prawitz et al.（2006）や Shim et al.（2010），Serido, et al.（2013）のように，満足感
や幸福といったポジティヴな面のみならず，ストレスや心配事といったネガティヴな面に着目して
いる研究があることも指摘しておきたい。もとより，ファイナンスに関するストレッサーはファイ





カ ー ト ス ケ ー ル ）や，Hayhoe, Leach, & Turner（1999）や Hayhoe, Leach, Turner, Bruin, & 
Lawrence（2000），Lea, Webley, & Walker（1995）らが使用した8項目2件法のファイナンス・ス














要な視点になりうるであろう（Chan et al.，2012）。そうした，お金に対する態度については，Lim 
& Teo（1997），Lim, Teo, & Loo（2003）ならびに，Tang（1992）の尺度を修正した Sohn et al.（2012）
の尺度が収集された。











尺度名 文　献 設問数 問の種類 a） 項目内容
ファイナンス自己








Porter, & Garman, （1993）
Shim et al..（2009）
Xiao, Sorhaindo, & Garman（2005）
1 SSQ ⑽LS ⑸ c）
自らの経済的満足感／幸福度について最高から最低まで
10段階の階段状の図で評定するもの（Cantril,1965）





Prawitz et al. 2006 8 LS ⑽
Porter,& Garman，（1993）による SSQ を含んだ，ファイ
ナンスに対する日常的な苦悩度と幸福度
経済満足感 Hira,T.K., & Mugenda,O.M.（1998） 6 LS ⑸ 定期的な貯蓄，債務の程度，家庭の経済状況，金銭管理のスキルなどについての満足度
ファイナンス地位












Serido, Shim, & Tang （2013）






Sumarwan, & Hira（1992） 1 LS ⑴ 経済的な緊急事態に陥った際に自らが利用できる資源に対する満足度









自己充足尺度（Gowdy, & Pearlmutter，1993）に触れていたが，この問題と関連して Adams, 






































の他の尺度として，お金に対する態度尺度（Lim & Teo，1997；Lim, Teo, & Loo，2003；Sohn et al.，
2012）が紹介されたほか，子どもの貧困などが社会問題化している昨今において，注目すべき尺度と
して， 経済虐待尺度（Adams et al.，2008）とファイナンス事項に関連する家庭内暴力尺度（Weaver 
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ファイナンシャル・リテラシーに関連する概念とその尺度について
 In recent years, the economic climate has demanded that consumers become more financially 
independent. The purpose of this article is to provide an overview of various concepts and scales 
relating to financial literacy that are useful for psychological study, especially for studies of 
families and married couples, based on a recent report regarding financial literacy （Kamiya, 
2017）. Four categories with concepts and scales relating to financial literacy are examined: （a） 
attitude, practice and behavior; （b） confidence and self-efficacy; （c） satisfaction, well-being and 
stress; and （d） others. We discuss the necessity for us to deal with personal finances on the 
context of family living, especially married couples, and to develop an academic field focusing on 
family finance psychology.
Keywords：Financial literacy, Financial behavior, Self-efficacy, Satisfaction, Family Finance
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